
　

警
察
署
の
管
轄
区
域
の
再
編
に

伴
い
、
日
野
町
で
は
高
尾
駐
在
所

と
本
郷
駐
在
所
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
は
根
雨
駐
在
所

が
町
内
の
全
地
域
を
受
け
持
つ
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

再
編
後
の
治
安
を
確
保
す
る
た

め
、
地
域
警
察
活
動
の
強
化
や
パ

ト
カ
ー
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
し
、
治
安
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

▽
根
雨
駐
在
所

　
　
　
　
（
電
話　

‐
０
０
５
３
）

72

▽
黒
坂
警
察
署

　
　
　
　
（
電
話　

‐
０
１
１
０
）

74

　

育
児
や
介
護
を
行
う
労
働
者
の

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
よ
り
一
層

推
進
す
る
た
め
、
育
児
・
介
護
休

業
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
（
４
月
１

日
か
ら
施
行
）。

主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
。

▽
休
業
の
取
得
に
よ
っ
て
雇
用
の

継
続
が
見
込
ま
れ
る
期
間
雇
用
者

で
も
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

場
合
、
育
児
休
業
や
介
護
休
業
が

と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▽
保
育
所
に
入
所
を
希
望
し
て
い

る
が
、
入
所
で
き
な
か
っ
た
等
の

場
合
は
、
子
ど
も
が
１
歳
６
か
月

に
達
す
る
ま
で
育
児
休
業
が
で
き

ま
す
。

▽
対
象
家
族
１
人
に
つ
き
、
常
時

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
い
た

る
ご
と
に
１
回
の
介
護
休
業
が
で

き
ま
す
。
期
間
は
通
算
し
て　

日
93

ま
で
。

▽
小
学
校
就
学
前
の
子
を
養
育
す

る
労
働
者
は
、
１
年
に
５
日
ま
で
、

病
気
・
ケ
ガ
を
し
た
子
の
看
護
の

た
め
に
休
暇
を
取
得
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

鳥
取
労
働
局
雇
用
均
等
室

（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
１
７
０
９
）

29

　

鳥
取
県
は
、
荒
廃
が
進
む
森
林

を
守
り
育
て
る
取
り
組
み
を
行
う

た
め
、
森
林
環
境
保
全
税
を
４
月

１
日
か
ら
導
入
し
ま
す
。

　

現
在
の
個
人
県
民
税
お
よ
び
法

人
県
民
税
均
等
割
に
上
乗
せ
し
ま

す
（
個
人
県
民
税
に
３
０
０
円
、

法
人
県
民
税
均
等
割
に
６
０
０
円

か
ら
２
万
４
０
０
０
円
を
上
乗

せ
）。
年
間
の
税
収
は
１
億
円
を

見
込
み
、
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備

を
行
っ
た
り
、
森
林
教
室
な
ど
森

づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

鳥
取
県
庁
税
務
課

（
電
話
０
８
５
７
‐　

‐
７
０
５
３
）

26

試
験
区
分　

海
上
保
安
学
校

受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２
日

56

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学

校
、
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
お
よ

び
９
月
ま
で
に
卒
業
見
込
者
等

受
付　

４
月
１
日
か
ら
４
月
８
日

１
次
試
験　

５
月　

日（
米
子
市
）

22

【
問
合
せ
先
】

境
海
上
保
安
部
管
理
課

（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
２
５
３
２
）

42

10広報ひの

 
駐
在
所
の
管
轄
区
域
を
再
編

 
高
尾
・
本
郷
駐
在
所
が
廃
止

  掛金（１人）　　　　　　　　　　対    象    団    体

　　５００円
　子どもの団体（中学生以下）

　文化・ボランティア・地域活動（高校生以上）団体

　１,５００円　高校生以上のスポーツ活動団体

　　８００円　老人クラブなどの団体（６０歳以上）

　９,０００円　危険度の高いスポーツ活動団体

　スポーツ安全保険は、スポーツ・文化・ボラ

ンティア・地域・指導活動をする５人以上の団

体を対象に、移動中も含めたグループ活動中の

傷害事故や賠償責任を負う事故を補償する保険

です。現在、加入を受付けています。

■保険期間　４月１日から１年間

■問合せ先　日野町教育委員会事務局　電話７２‐２１０７

　安い掛け金で補償内容も充実

最
優
秀
賞
の
中
西
静
枝
さ
ん
（
左
）

奨
励
賞
の
山
根
友
也
さ
ん
（
右
）

　県内各市町村で優秀な成績を残した人や

スポーツ振興に功績のあった人を表彰する

「日本海新聞スポーツ大賞」の表彰式が２月

２４日、役場町長室で行われました。

　最優秀賞には、約５５０人が参加した八幡物

産杯グラウンドゴルフ大会で優勝した中西

静枝さん（黒坂）。奨励賞には、米子北高校

サッカー部の主将としてチーム引っ張り、

全国高校総体で３回戦まで勝ち進んだ山根

友也さん（野田）が選ばれました。２人には

功績をたたえ、賞状などが手渡されました。

 
育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正

 
４
月
１
日
か
ら
施
行

 
森
林
環
境
保
全
税

 
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

 
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

 　

船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程
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国
民
年
金
の
任
意
加
入
時
期
に

障
害
を
負
い
、
未
加
入
が
理
由
で

障
害
基
礎
年
金
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
元
学
生
と
会
社

員
等
の
配
偶
者
を
対
象
に
、
４
月

か
ら
月
額
４
万
円
か
ら
５
万
円
の

「
特
別
障
害
者
給
付
金
」
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

対
象
に
な
る
方

　

昭
和　

年
３
月
以
前
の
国
民
年

61

金
任
意
加
入
対
象
者
で
厚
生
年
金

保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
た
方
の

配
偶
者
ま
た
は
、
平
成
３
年
３
月

以
前
の
同
加
入
対
象
者（
学
生
）で
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
期
間
中
に
生
じ
た
傷
病
が
、

現
在
の
障
害
基
礎
年
金
１
・
２
級

相
当
の
障
害
状
態
に
あ
る
方
。

請
求
窓
口

住
所
地
の
市
町
村
役
場
に
請
求
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
４
月
１

日
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

米
子
社
会
保
険
事
務
所

（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
６
１
１
１
）

34

 
特
別
障
害
者
給
付
金
制
度

 
月
額
４
万
か
ら
５
万
円
を
支
給

２月８日～２月２２日

日野中学校体育館【参加６チーム】

優勝＝野田

２位＝ガールズ

３位＝飛天

最優秀選手＝足羽祐子さん（野田）

２月２７日　日野中学校体育館

参加７チーム

優勝＝ Do. スポーツＢ

２位＝野田

３位＝飛天

最優秀選手＝安藤雅也さん

　　　　　　（Do. スポーツＢ）

スポーツの結果

　

昨
年
は
春
の
叙
勲
「
旭
日
双
光
章
」
を
受

章
し
、
そ
の
年
の
秋
（　

月　

日
）
に
は
、

10

29

赤
坂
御
苑
で
開
か
れ
た
園
遊
会
に
招
か
れ

出
席
し
ま
し
た
。
国
・
県
関
係
の
方
や
各
分

野
で
活
躍
さ
れ
た
方
な
ど
約
２
０
０
０
人

が
招
待
さ
れ
、
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
に

ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
園
内
の
土
橋
を
渡
る
と
、
広
大
な

芝
生
、
澄
ん
だ
池
、
松
の
緑
、
広
葉
樹
林
が

美
し
く
、
思
わ
ず
た
た
ず
ん
で
眺
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。
園
内
数
か
所
に
多
く
の
招

待
者
が
集
ま
り
、
飲
食
を
し
た
り
散
策
し

な
が
ら
互
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
片

山
県
知
事
夫
妻
、
常
田
参
議
院
議
員
夫
妻

も
出
席
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
中
山

元
参
事
と
い
っ
し
ょ
に
記
念
撮
影
す
る
こ

と
が
で
き
、
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

少
し
狭
い
通
路
の
一

番
前
に
立
ち
、
周
囲
の

方
々
と
話
し
合
い
な
が

ら
待
っ
て
い
る
と
、
天

皇
、
皇
后
両
陛
下
の
姿

が
高
台
の
テ
ン
ト
に
見

え
、
代
表
者
が
交
互
に

話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

や
が
て
、
高
台
に
立
た

れ
る
と
、
音
楽
隊
が
「
君

が
代
」
を
演
奏
。
私
は
思
わ
ず
襟
を
正
し
て

斉
唱
し
ま
し
た
。

　

天
皇
陛
下
を
始
め
ご
一
家
が
通
路
に
降

り
ら
れ
、
招
待
者
に
お
声
を
か
け
ら
れ
一

歩
一
歩
近
づ
い
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
天
皇

陛
下
か
ら
「
鳥
取
県
の
お
方
で
す
ね
」
と
言

葉
を
賜
り
、
皇
后
陛
下
に
「
今
度
、
古
希

（
数
え
年　

歳
）
を
迎
え
ら
れ
お
め
で
と
う

70

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
申
し
上
げ
る
と
「
あ
り

が
と
う
。
今
日
は
ゆ
っ
く
り
し
て
く
だ
さ

い
」
と
優
し
く
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皇
太
子
殿
下
に
は
「
お
招
き
く
だ
さ
い
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
言
い

ま
す
と
、
殿
下
は
「
台
風
被
害
は
ど
う
で
し

た
か
―
」
と
心
配
さ
れ
、
秋
篠
宮
ご
夫
妻
は

「
国
民
文
化
祭
に
は
お
邪
魔
い
た
し
ま
し

た
」
と
、
に
こ
や
か
に
お
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
紀
宮
様
、
高
円
宮

妃
と
通
り
過
ぎ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

　

お
見
受
け
す
る
だ
け
で
も
有
り
が
た
い

の
に
、
お
言
葉
を
賜
り
私
の
一
生
の
名
誉

で
あ
り
感
激
し
ま
し
た
。
天
皇
ご
一
家
が

退
園
さ
れ
た
後
、
私
は
再
度
、
園
内
を
散
策

し
、
赤
坂
御
苑
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
こ
と
は
、
日
ご
ろ
、
ご
指
導

ご
支
援
賜
り
ま
し
た
日
野
町
の
皆
様
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
長
年
の
農
業
振
興
功
労
に
よ
り
、
春
の
叙
勲
で
旭
日
双
光
章
を
受
章
し
た

若
林
朗
さ
ん
（
金
持
）。
受
賞
し
た
年
の
秋
に
は
、
園
遊
会
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

若
林
さ
ん
か
ら
園
遊
会
の
思
い
出
を
寄
稿
し
て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

寄稿文


